
 

 

 

 

涼しくなり、秋の空気を感じられるようになりました。8 月と比べて、ずいぶん昼が短く、夜が長くなってき

ましたね。昼間は暑くても、朝と夜は涼しい日も増えてきました。服装や持ち物などをその日、そのときの天気

や気温に合わせ、こまめに切り替えながら体調を崩さないようにしましょう。 

熊本県のリスクレベルは、「レベル２（警戒強化レベル）」です。 

県内の感染状況は、減少傾向にあります。今後も引き続き、手洗いうがいや手指消毒、マスク着用などの感染症対

策を行っていきましょう。夏が終わり、秋冬がやってきます。朝と昼の気温差に体調を崩すことも心配されます。 

「新型コロナウイルス感染症」の感染対策に加え、「かぜ」や「インフルエンザ」の予防対策も行っていく必要がありま

す。みなさんがこれまで学んできたように、手洗いや咳エチケットなど、この 3 つに共通する予防法もあります。また、

症状についても同じようなものが見られます。 

自分で容易に判断することは禁物（まず、受診！）ですが、気を付けたい病気についての知識として症状の違いを

おさえておくと良いでしょう。 

規則正しい生活をして感染症を予防しよう！ 

自分の生活を振り返ってみましょう。 

〇 早寝・早起きができている 

〇 1日 3食バランス良く食べている 

〇 毎日運動をしている 

〇 ストレスを発散している 

 

規則正しい生活を送ることで体の免疫力の低下  

を防ぐことができます。 

◎：頻度が高い    〇：よくある 

△：ときどきある   ×：あまりない 

【参考：テルモ体温研究所】 

 

《保護者の方へ》 

① 生徒本人やご家族がＰＣＲ検査、抗原検査を受ける場合は、検査日・判定が確定する日なども併せて学校へ速

やかに連絡をお願いいたします。 

② 県のリスクレベルがレベル 2 以上ですので、生徒本人、同居家族に発熱、風邪症状がある場合は、登校を控え

てください。 

③ 発熱、風邪症状等がある場合は、かかりつけ医にご相談ください。相談できる医療機関が分からない場合は発

熱患者専用ダイヤル（０５７０－０９６－５６７）に連絡すると、相談できる医療機関を案内されます。 
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症状
新型コロナウイル

ス感染症 かぜ
インフル
エンザ

発熱 微熱～発熱 38℃前後の微熱 高熱

せき ◎ 〇 ◎

のどの痛み 〇 ◎ 〇

息切れ 〇 × ×

だるさ 〇 〇 ◎

関節痛
筋肉痛 ◎ 〇 ◎

頭痛 〇 △ ◎

鼻水 △ ◎ 〇

下痢 △ △ 〇

嗅覚・味覚の異常 〇 × 〇



１０月１０日は「目の愛護デー」です。４月に視力検査をしましたが、その後の見え方に変化はありま

せんか？下のグラフは４月の視力測定結果です。学年が上がるにつれて視力 B以下の割合が多く

なっています。 

 

～視力 A・B・C・Dって？～ 

〇 A 【１．０以上】 

  １番後ろの席からでも黒板の文字はよく見 

えています。 

〇 B 【０．７～０．９】 

  席が後ろのほうでも黒板の文字はほとんど 

読めます。 

〇 C 【０．３～０．６】 

 後ろのほうでは黒板の文字は見えにくいです。 

〇 D 【０．２以下】 

  前の席でも黒板の見え方は十分とは言え 

ません。 

 

人生 100年ともいわれる今、大切な目を健康に保つために、こんなことに気を付けましょう！ 

 

 パソコンやスマホ、タブレットの 

画面を長時間は見続けない 

（1時間使ったら、10分間は目を

休める） 

 パソコンの作業や読書は、明るい

部屋でする 

 目によい栄養を取る 

 睡眠時間をしっかりとる 

 定期的に眼科検診を受ける 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ものの長さや太さ、角度などが実際は同じなのに違って見える、また何もないところに図形があるように見えること

などを「錯覚」（目の錯覚）といいます。私たちの目は、極めて高機能にできているといわれますが、こんなふうにだま

されてしまうこともあるのですね。 

 

どんなふうに見えますか？目の錯覚！ 

黒い丸が左のほうが 

大きく見えますが、 

実は同じ大きさです。 

上のほうが長く見え

ますが、同じ長さ 

です。 

Bのほうが長く見えま

すが、実は同じ長さの

棒です。 

上のほうが左右が小さく、

上下が大きく見えますが、

同じ大きさです。 


